




















































1930 1931 1932 1933 
アルゼンチン 18.2 22.5 27.6 30.2交
ボリビア 13.5 24.5~た 50.0交 38.5カ
フ、、ラジ/レ 23.5 28.4{J 41.0女 45.1~た
チ 18.0 32.9交 102.6大 81. 9交
コロンビア 14.0 15.6 21.8交 29.6会
キューノ〈 6.1 13.4 18.1 22.4カ
J¥  n /レ 9.5 16.3カ 21.4会 21. 7女
ウルグアイ 9.7 22.4女 36.3交 31. 3女
大印は部分的あるいは全面的な債務不履行が生じた年を意味する。
Neil J. Mcmullen， Historical Perspectives on Developing Nations' Debt， L. G. 




の価格は 1ポンド45セントから1931年には 1ポンド20セントへと 55%も低下
































































商品 - 6，221 
海運その他サービス 十 2，928
占領軍その他 + 908 




長期借款・買戻しw券 + 7，173 
有価証券移動 十 1，008
その他ドイツの対外純投資 + 698(2) 
生1，i.HJj資本移動 + 4，756 
その他資本移動 + 3，734(3) 
資本移動収支 十 17，370
金・外国為訴 2，107 
資本勘定収支 + 15， 263 
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事実， 2つの出来事がこのような事態を発生せしめた。 1つは1930年 9月
の国会選挙におけるナチスの躍進(12議席から 107議席に急地) と， もう 1
つは1931年 5月， 中I吹における最大かつ最古の国際的銀行の 1つであったオ
ーストリアのクレディットアンシュタルト 12) の危機である。 これらの出未
{r~によって全般的な銀行取付がドイツを襲い， 外国の知1tJJ信用はドイツから
たちまち引妨げられるに至ってしまった。 ドイツの中央銀行であるライヒス






B 1 Sーによる 4f立2000万マルクの借款供与)という 2つの支法措置を講じ
たが，それでも進みゆく破局を食止めることはできなかった。

















































































































































1 ) Royal Institute of International Affairs， The Problem 01 Internatio仰 1Investment 
1937.楊井克己・中西直行訳『国際投資論』日本評論杜， 1970年， 282頁。
2 )以下のアメリカの経験についての叙述は， Neil J. Mcmullen， Historical Perspec-





































16)この点については，竹内一郎・古西泰制IT'lij際金融不安』布斐|札 1984年. ~12 草 I
に詳しい。
17)同書， 47頁。
